
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例年より気温が高く、雪のない穏やか元日を迎えた令和６年の始まり。その気分を一転させたのが、

能登半島地震の発生でした。正月には、家族みんなで新年を祝う、そんな当たり前と思っていたこと

が、実は当たり前ではなかったと思い出させられた出来事でした。東日本大震災を経験した私たちお

となは、そこで痛感したことをもとに、改めて災害への備えの大切さ、助け合って生きることの尊さ

について、子供たちに伝えていかなければならないと考えています。 

１月１５日（月）の始業式の日には、学校に子供たちの元気な姿が戻ってきました。全校児童３５

名全員が登校してきたことを、普段以上に嬉しく感じたところです。 

今年度の３学期は４５日間。１年間のまとめをし、１～５年生は次の学年に向けて、６年生は中学

生になるための準備を行います。一人ひとりが、自信をもって次のステージに進むために、学習や生

活をより充実させることができるよう努めてまいります。保護者や地域の皆様におかれましては、こ

れまでに引き続き、ご理解とご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 ３学期の始業式で、児童を代表して児童会長の６年井上柾春さんが、冬休みに頑張ったことと３学

期の抱負を発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始業式 児童代表の言葉 

令和５年度 校報 

 

 

 

 

 

発行：一関市立弥栄小学校  令和６年１月１９日  第１０号     文責：栃内 宏之 

【学校教育目標】 

進んで学び 心豊かで 
たくましい子どもの育成 

 

【具体目標】 

学ぶ子ども 
助け合う子ども 
きたえる子ども 

   冬休み頑張ったことと３学期頑張りたいこと 

６年 井上 柾春  

 ぼくが冬休み頑張ったことは、２つあります。１つ目は、勉強です。 

冬休みは、夏休みよりもしっかり計画通りに進めることができました。 

夏休みよりも一勉の量を増やして、２学期の復習もしっかりできまし 

た。２つ目は、仕事です。冬休みは、それぞれ仕事の担当を決めて、 

交代しながら仕事をしました。仕事ができない日以外のほとんどは、しっかり自分の仕事をするこ

とができました。冬休みは、奈良の東大寺や、兵庫の姫路などに行き、充実した冬休みにすること

ができました。 

 ３学期頑張りことも、２つあります。１つ目は、太鼓です。３学期は、太鼓の引き継ぎ式があり

ます。弥栄小学校の伝統が続くように、しっかり引き継ぎたいです。２つ目は、委員会や学級の活

動です。今年度は、残り一学期のみになり、３学期は、とても日数が１・２学期より少ないので、

１年間のまとめにふさわしい活動ができるようにしたいです。 

 みなさんも、この１年のまとめがしっかりできたと思えるように、けじめのある暮らしができる

ようにしましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期「まなびフェスト」ふり返りの結果 
【児童】 

【保護者】 

【教職員】 

○結果から 
 １学期と比較して平均値が下がった項目もありますが、ほとんどの項目については、肯定的な回答（◎

や○、ＡやＢ）の割合が８０％を超え、数値目標が達成されています。また、２学期の課題としていた「家

庭読書」についても、週末の本の持ち帰り等をとおして向上が見られました。同じく２学期の課題として

いた「メディア利用」については、保護者アンケートの結果でも数値目標が達成されておらず、継続課題

となっています。 

◎ 〇 △ ▲
(４点) (３点) (２点) (１点)

1 学校の勉強が分かりますか。 71 17 9 3 3.6 3.8 ↓

2 弥栄っ子テストの合格に向けてがんばりましたか。 80 20 0 0 3.8 3.7 ↑

3 １０×学年の数＋１０分の家庭学習に、集中して取り組みましたか。 69 29 3 0 3.7 3.4 ↑

4 １週間に合計して、３０分以上の家庭読書に取り組みましたか。 60 23 17 0 3.4 3.1 ↑

5 縦割り班活動で、協力して活動することができましたか。 100 0 0 0 4.0 3.9 ↑

6 弥栄のよさや自慢を見つけることができましたか。 89 9 3 0 3.9 3.8 ↑

7 友達に「ふわっと言葉」を使って話し、優しくしましたか。 80 14 3 3 3.7 3.8 ↓

8 家族と挨拶をしましたか。 86 11 3 0 3.8 3.6 ↑

9 家族の一員（なかま）として、家庭の仕事をしましたか。 57 26 14 3 3.4 3.5 ↓

10 ねばり強く運動し、目標を達成しましたか。 80 17 3 0 3.8 3.9 ↓

11 「早寝、早起き、朝ご飯」を心がけて生活することができましたか。 54 37 9 0 3.5 3.4 ↑

12
スマホ・タブレット・ゲーム・パソコン・テレビの時間や約束を守って、使いま
したか。 51 37 9 3 3.4 3.1 ↑

◎：はい、○：どちらかといえばはい、△：どちらかといえばいいえ、▲：いいえ

目
標
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ど
も
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期

平
均
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◎ 〇 △ ▲
(４点) (３点) (２点) (１点)

1
お子さんは、毎日、めやすの時間集中して家庭学習に取り組んでいますか。
（10分×学年の数＋10分) 40 43 14 3 3.2 3.2 =

2 お子さんは、週３０分以上の家庭読書をしていますか。 34 34 23 9 2.9 2.7 ↑

3 お子さんは、家族で挨拶を交わしていますか。 77 17 6 0 3.7 3.7 =

4 お子さんは、家族の一員として、家庭の仕事（お手伝い）をしていますか。 51 40 9 0 3.4 3.4 =

5 お子さんは、早寝・早起きをし、朝ご飯を食べる生活リズムが習慣化していますか。 60 31 9 0 3.5 3.5 =

6
お子さんは、スマホ・タブレット・ゲーム・パソコン・テレビ等のメディアの使
用時間や家庭での約束を守っていますか。 26 43 29 3 2.9 3.0 ↓

◎：はい、○：どちらかといえばはい、△：どちらかといえばいいえ、▲：いいえ

目
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
(４点) (３点) (２点) (１点)

1 わかる授業づくりと、基礎・基本の定着に努めます。 71 29 0 0 3.7 3.7 =

2
ことばの時間、百マス計算、読書活動を充実させ、学習の基盤となる力の向上に
努めます。 67 33 0 0 3.7 3.3 ↑

3 家庭学習の充実と習慣化に努めます。 33 50 17 0 3.2 3.3 ↓

4 すべての児童にとって、いごごちのよい学級づくりに努めます。 67 33 0 0 3.7 3.8 ↓

5 自分の役割を自覚し、協力し合う子どもを育てます。 33 67 0 0 3.3 3.5 ↓

6 地域に関わる学習を充実させ、郷土を愛する心を育てます。 67 33 0 0 3.7 3.5 ↑

7 健康や安全に関する望ましい生活習慣の育成に努めます。 33 67 0 0 3.3 3.2 ↑

8 目標に向かって、粘り強く体力づくりに励む子どもを育てます。 67 17 17 0 3.5 3.7 ↓

9 食育指導の充実を図り、食への関心を高めます。 17 83 0 0 3.2 3.0 ↑

Ａ：はい、Ｂ：どちらかといえばはい、Ｃ：どちらかといえばいいえ、Ｄ：いいえ
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 １２月２０日(水)に、臨床心理士の玉置正子先生を講師に 

お招きし、５・６年児童や保護者を対象としたメディア研修 

会が開催されました。この研修会は、ＰＴＡ研修部と小学校 

が共催し行いましたが、弥栄小学校運営支援協議会での協議 

を受け、弥栄市民センターの協賛をいただいたことで実現し 

たものです。弥栄市民センターの皆様には、講師のお世話も 

していただきました。 

玉置先生による「脳とメディアの関係 ～上手なメディア 

との付き合い方～」と題した講話では、ネットやゲームの長 

時間使用の弊害や、睡眠・朝食等に関わる望ましい生活習慣について、資料をもとに詳しく教えてい

ただきました。ネットやゲームの長時間使用が脳や学力等に与える影響は、考えていた以上に大きか

ったらしく、参加した子供たちからは驚きの声が上がっていました。 

玉置先生は、「ネットやゲーム依存から子供たちを守るために、大人が正しい知識をもち伝えてい

くこと」と「なぜ長時間使用がいけないのか、子供たちに考えさせること」が、重要であると強調さ

れていました。「上手なメディアとの付き合い方」は、子供たちの未来に関わることです。今後も、学

校と保護者、地域が一体となって、働きかけていければと考えています。 

 

【参加した子供たちの感想より】 

 メディア研修会が開催されました  

○ゲームをしすぎると成績が下がるということが分かりました。ゲームをして勉強もしている 

人より、ゲームも勉強もしていない人の方が成績がいいことに驚きました。 

○ただ睡眠時間をとるだけではだめだということが分かりました。私は、９時間くらい寝てい 

ればいいと思っていましたが、話しを聞いて、寝る２・３時間前は、メディアを使ってはい 

けないことが分かりました。聞いたことに気をつけて過ごしたいです。 

○これからは、自分で使う時間をコントロールできるようにし、長時間使い過ぎないように努 

力したいです。 

 

登校班集会を行いました  
 １月１６日（火）の「弥栄っ子タイム」に、登校班集会を行い２学期の反省や３学期のめあて、登下

校時の約束について確かめました。 

 特に冬場は、積雪や路面凍結のために思わぬ事故が発生する場合があり、「自分の命を自分で守る」

ためのルールを必ず守る必要があります。また、スクールバスは、登下校の手段であるとともに公共

の場でのマナーを学ぶところでもあります。ルールやマナーを守り、安全に皆が気持ちよく登下校す

ることができるように声をかけていきたいと思います。 

【集会で再確認した約束】 

①集合時刻を守ること（５分前行動をできるだけ心がける） 

②元気よくあいさつをすること 

③他の通行者のじゃまにならない道路の歩き方やバスの待ち方を 

すること 

④バスを降りた後、安全を確かめてから歩き出す 

⑤休むときや遅れるときは必ず連絡すること 

⑥上学年は下学年のお世話をしながら登校すること 

※あいさつがしっかりできなかったことを反省した班がありました 

 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４日（水） わかくさ号、 

真滝幼稚園給食体験 

１５日（木） 児童総会 

１６日（金） ＡＬＴ、委員会活動 

１９日（月） 集金日、食育の日、 

       弥栄っ子テスト（漢字）、 

       清掃班長会議 

２０日（火） 児童のつどい 

２３日（金） 天皇誕生日 

２６日（月） 弥栄っ子テスト（算数） 

２７日（火） 音楽のつどい、代表委員会 

２９日（木） ６年生ありがとう集会 

 

１日（木） 安全の日、校内縄跳び大会 

２日（金） 全校５時間授業、下校１５：３０、 

      ＡＬＴ、節分集会（１～３年）、 

      東中学校説明会 

５日（月） 復興の日、臨時代表委員会 

６日（火） 太鼓引継ぎ式、授業参観、 

      学級懇談会、ＰＴＡ専門部会等 

９日（金） ＡＬＴ、クラブ 

１１日（日） 建国記念の日 

１２日（月） 振替休日 

１３日（火） 夏時程開始、全校のつどい、 

       小中授業交流会（６年授業の参観） 

心も体も大きく成長できる３学期に ～始業式 校長の話より～ 
今年は、「あけましておめでとう」とは言い難い気持ちになる新年の始まりとなってしまいました。 

１月１日の午後４時１０分、石川県能登地方を震源とする強い地震が発生し、各地に津波も押し

寄せました。能登半島を中心に家や道路があちこちでこわれ、今も支援や救助を待っている人が大

勢います。私たちにできることは、そう多くはないのですが、東日本大震災の時に私たちがしてい

ただいたように、被災した方々を思い、少しでもできることに取り組むことで、応援の気持ちを送

りたいですね。 

さて、今年の干支は「辰（龍）」です。勢いよく天に向かって登っていく龍のように、ぐんぐんと

成長できる一年にしましょう。 

 

２３日間の冬休みが終わり、今日から３学期のスタートです。３学期は、４５日間の短い学期で

すが、１年間のまとめをする大切な学期でもあります。特に、１年生から５年生までの人は、次の学

年に進むため、６年生は３月に卒業し中学生になるための準備をしなければなりません。 

そのために大切にして欲しいことが２つあります。その１つ目は、３学期の目標をしっかりと決

めるということです。そして、目標を決めるだけでなく、あの大谷翔平選手が「目標達成シート」に

書いたように、目標の達成に向けて具体的に実行することを考えて取り組みましょう。 

２つ目は、「時間を大切に使う」ということです。何かをがんばっていても、何もしないでいても、

時間は同じように過ぎていきます。時間を大切に使うという「１ミリの努力」の積み重ねが、次の学

年や中学校での力になるのです。ぜひ、それぞれの学級で「時間を大切にした過ごし方」を考えてみ

てください。私からのヒントは、「時間を守ること」と「今日できることを明日にのばさないこと」

の２つです。 

日本やアメリカで、プロの野球選手として大活躍したイチロー選手は、高校生活の３年間、寝る

前に１０分間の素振りを毎日続けたそうです。イチロー選手は、「小さいことを積み重ねることが、

すごいところまで行けるただひとつの道」だと、話しています。 

 

目標を決め具体的に取り組むこと、時間を大切に使うことで、「１ミリの努力」を積み重ね、一人

一人が、心も体も大きく成長できる３学期にしましょう。 

 


